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二
二
六

一

乗

海

釈

小

林

昭

英

昨
年

の
行

一
念
釈

・
信

一
念
釈
に
ひ
き
続
き
、
親
鷲

の
主
著
た
る

『教
行
信
証
』
「行
巻
」
の

一
乗
海
釈
を
窺
う
。

一
、乗
と
は

一
は
無
二
に
名
づ
け
、
乗
は
運
載
の
義
で
あ
る
。
我
々
凡

夫
が
大
菩
提
に
到
達
す
る
に
は
余
乗

で
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
唯
、

本
願

一
乗

と
ゆ
う
の
で
あ
る
。

一
乗
海
釈
は

「教
巻
」
の
結
文
に

「
一
乗
究
寛
之
極
説
」
、
「
行
巻
」

に
大
行
の
徳
を
述
べ
た
処
に

「
真
如

一
実
功
徳
宝
海
」
、
行

一
念
釈

の

「
大
利
無
上
者
、

一
乗
真
実
之
利
益
也
」
と
あ
る
の
と
、
引
釈
段
の
御

私
釈
に

「
選
択
大
宝
海
」
と
あ
る
海
を
承
け
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
大

行
が

一
乗
真
実
の
教
で
あ
る
こ
と
を
顕
示
し
て
あ
る
。

一
乗
海
釈
は
三
項
に
分
れ
、
第

一
項
は

一
乗
を
釈

し
、
『
浬
繋
経
』

の
四
文
と

『
華
厳
経
』
の
一
文
と
を
引
い
て
、
「
爾
者
、
斯
等
覚
悟
皆

以
安
養
浄
刹
之
大
利
、
仏
願
難
思
之
至
徳
也
。
」
と
結
示
し
て
あ
る
。

第
二
項
は

「言
レ海
者
」
以
下
に
海
を
釈
し
、
『
大
経
』
の

一
文
と
『
浄

土
論
』
の
二
文
及
び
善
導
の
二
文
、
即
ち

「
玄
義
分
」
と

『般
舟
讃
』

が
引
か
れ
、
最
後
に

『
楽
邦
文
類
』
の
一
文
が
引
か
れ
て
い
る
。

第
三
項
に
は

一
乗
を
対
顕
し
て
あ
る
。

両
い
ず
れ
も
誓
願

一
仏
乗
の
勝
徳
を
讃
嘆
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
大
経
』

の

「名
声
超
十
方
」
に
答
え
、
法
然
の

『選
択

集
』
「本
願

章
」
に
於

け
る
勝
易
二
徳
の
勝
徳
を
た
た
え
た
も
の
で
あ
る
。

本
願

一
乗
が

一
代
仏
教
の
行
法
中
、
最
勝
最
高
の

一
乗
法
で
あ
り
、

四
家
大
乗
と
匹
敵
し
て
決
し
て
劣
る
も
の
で
な

い
事
を
証
明

し
て
あ

る
。
「
一
乗
海
」
の
語
は
善
導
の

「
玄
義
分
」
に

「我
依
菩
薩
頓
教

一
乗

海
」
を
出
処
と
し
、
「
一
乗
海
」
の
内
容
を
釈
し
、
二

乗
者
大
乗
、
大

乗
者
仏
乗
」
等
と
あ
る
の
は

『
勝
髭
経
』
の

二

乗
章
」
第
五
に
、

「大
乗
者
即
是
仏
乗
。
是
故
三
乗
即
是
一
乗
。
得
一二
乗
者
幻
得
二阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提
一者
。
即
是
浬
墾
界
。
浬
繋
界
者
即
是
如
来
法
身
。
得
レ究
島
兄

法
身
一者
。
則
究
コ寛

一
乗
殉
無
レ異
如
来
一無
レ異
二
法
身
蛤
如
来
即
法
身
。
得

レ究
コ寛
法
身
者
幻
則
究
-寛
二
一乗
の
究
寛
者
即
是
無
辺
不
断

(中
略
)
即
是

大
乗
無
レ有
三
二
乗
一、
三
乗
者
入
二於

一
乗
一。

一
乗
者
即
第
一
義
乗
。」
(大
正

大
蔵
経
十
二
-
二
二
○
)
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と
あ
る
に
よ
ら
れ
て
い
る
。

従
つ
て

「
言
二
一
乗
海

一者
」
か
ら

「
唯
是
誓
願

一
仏
乗
也
」
ま
で
は

『
勝
髭
経
』
の
文
で
あ
る
。

「
一
乗
者
即
第

一
義
乗
、
唯
是
誓
願

一
仏
乗
也
。
」
と
述
べ
て
、
唯
、

本
願
念
仏

の
法
の
み

一
乗
法
に
し
て
、
他
は
全
て
方
便
法
な
る
こ
と
を

明
さ
れ
て
い
る
。

か
く
の
如
く
初
め
法
華

・
華
厳
等
成
仏
を
述
べ
る
も
の
皆

一
乗
と
い

い
、
後
に
真
宗
の
み
を
誓
願

一
仏
乗
と
し
、
唯

一
真
実
と
し
て
、
他
を

悉
く
方
便
と
さ
れ
る
の
は
、
行
に
約
す
る
時
は
必
ず
し
も
断
惑
証
理
に

お
ち
い
る
き
ら
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
法
然
は

『
漢
語
灯
録
』
巻

一

に
、
「天
台

・
真
言
皆
錐
レ名
二頓
教
嚇
(然
彼
)
断
レ惑

(証
理
)
故
猶
是
漸
教

也
。」
(明
三
)未
レ断
レ惑

(凡
夫
直
)
出
二過
三
界
之
長
迷
一
(夜
一者
、
偏
是

比
教
)
故
、
以
比
教
一為
二頓
中

(之
)
頓
一也
。」
(真
宗
聖
教
全
書
四
-
二

六
四
)

と
い
つ
て
あ
る
。
聖
道

一
般

の
教
を
方
便
と
し
、
本
願
円
頓

一
乗
の

み
を
真
実

と
し
、

一
乗
の
体
は
誓
願

一
仏
乗
に
あ
る
こ
と

「
唯
是
誓
願

一
仏
乗
也
」
と
親
鷺
は
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

彼
は

『勝
髭
経
』
の
語
を
以
て

一
乗
を
解
釈
さ
れ
る
が
、
唯
、

経
語

を
用
い
、
経
意
を
取
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら

『
勝
髪
経
』
と
い
う
経
名

を
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
経
異

は
三
車
家

の
経
典
で
あ
り
、
四
車
家
に
属
す
る
親
黛
は
そ

の
ま
ま
用
い
る
事
が
出
来
な
い
の
で
多

々
変
更
し

て
い
る
。

『
教
行
信
証
』

一
乗
海
釈

で
は
、

「
言
二
一
乗
海
一者
、

一
乗
者
大
乗
、
大
乗
者
仏
乗
。
得
二
一
乗
一者
、
得
二阿
褥

多
羅
三
貌
三
菩
提
一。
阿
褥
菩
提
者
、
即
是
浬
契
界
、
浬
契
界
者
即
是
究
寛
法

身
。
得
二究
寛
法
身
一者
、
則
究
二寛

一
乗
一。
元
二異
如
来
一、
元
二異
法
身
一、
如
来

即
法
身
。
究
二寛

一乗
一者
、
即
是
元
辺
不
断
。
大
乗
元
レ有
三
一乗
・三
乗
一、
二

乗

・
三
乗
者
入
レ於
二
一
乗
一。
一
乗
者
即
第

一
義
乗
、
唯
是
誓
願

一
仏
乗
也
。」

(真
宗
聖
教
全
書
二
-
三
八
)

と
あ
る
。

一
乗
の
体
を
出
す
中
「大
乗
無
レ有
二
二
乗
三
乗
一、二
乗
三
乗
者
入
レ於
二

一
乗
こ

と
三
乗
の
語
を
二
度
ま
で
加
え
て
い
る

文
は

『
勝
壼
経
』
と

相
違
し
て
い
る
。

『勝
髪
経
』
に
は

「
声
聞
縁
覚
乗
皆
入
二大
乗

一、
大
乗
者
即
是
仏
乗
、

是
故
三
乗
即
是

一
乗
」
と
い
い
、
後
に

「
大
乗
無
レ有
三

一乗
一、
二
乗
者

入
二
於

一
乗
こ

と
あ
る
。

一
乗
海
釈
で
は

『唯
是
誓
乗

一
仏
乗
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
本
願
念

仏
の
み
を

一
乗
法
に
し
て
他
は
全
て
方
便
法
な
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
聖
道
は
こ
の
三
乗
、
即
ち
、
声
聞
乗
、
縁
覚
乗
、
菩
薩
乗
の
法
に
お

さ
め
ら
れ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
は
悉
く
自
力
法
に
し
て
、
誓
願

一
仏
乗
た

る
他
力
法
に
比
べ
劣
る
も
の
と
転
釈
さ
れ
て
い
る
。

即
ち

『
法
華
経
』
に

「
二
も
な
く
、

亦
三
も
な
く
、
唯

一
乗
法
あ
る

一
乗
海
釈

(
小

林
)
 

二
二
七
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)
 

二
二
八

の
み
と
あ
る
文
を

『
勝
髭
経
』

の
文
と
融
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推

則
さ
れ
る
。

一
乗
の
証
文
と
し
て

『
浬
葉
経
』
と

『
華
厳
経
』
の
文
を
引
用
さ
れ

て
い
る
。
『
教
行
信
証
』
中
諸
経
を
引
用
し
て
あ
る
が
、
最
も
多
く
引

用
さ
れ
て
い
る
の
は

『
浬
契
経
』
と

『
華
厳
経
』
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
両
経
を
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『教
行
信
証
』
「教
巻
」

の
信
楽
釈
、
「
化
身
土
巻
」
に
第
二
十
願
の
行
者
は
真
実
の
他
力

で
は

な
い
と
あ
る
処
に
こ
の
二
経
が
ひ
か
れ
て
い
る
。

『浬
契
経
』
の
引
文
の
四
つ
の
中
、
第

一
文
に
は

「
実
諦
者
、

一
道

清
浄
、
元
レ
有
レ
二
也
。
」
と
あ
る
文
を
以
つ
て

一
乗
無
二
を
明
し
、
第

二
文
は

「
諸
仏
菩
薩
、
為
二
衆
生
一故
、
分
レ
之
為
レ之
。
」
と
あ
り
、
開

一

説
三
を
示
し
、
第
三
文
は

「
究
寛
畢
寛
者
、

一
切
衆

生
所
レ
得

一
乗
。

一
乗
者
名
為
二
仏
性
こ

と
あ
る
故
に
究
寛
是

一
を
明
す
の
で
あ
る
。
第

四
文
は

「
云
何
非

一
、
非
非

一
無
数
法
故
。
」
と
あ
り
、
三

一
讐
非
を

明
す
の
で
あ
る
。

次
に

『華
厳
経
』
に
は

「
一
切
無
尋
人
、

一
道
出
二
生
死
ご

と
あ
る

の
は

一
道
無
二
を
明
す

の
で
あ
る
。

か
く
て

『浬
榮
経
』
、
『
華
厳
経
』
は
親
攣
に
と
つ
て

「
安
養
浄
刹
之

大
利
、
仏
願
難
恵

之
至
徳
也
。
」
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、

一
乗
海

の
海

の
心
の
説
明
が
あ
る
。
種

々
雑
多
な
徳
、
ど
の

様
な
水
で
も
海
に
入
れ
ば
、
と
け
あ
い
一
味
と
な
り
、
溺
れ
た
屍
骸
を

海
岸
に
う
ち
あ
げ

て
し
ま
う
不
宿
屍
骸
の
徳
、
深
く
広
大
な
深
広
の
徳

を
以
つ
て
、
本
願

一
乗
法
の
す
ば
ら
し
さ
を
説

い
て
あ
る
。
ジ
テ

「言
レ
海
者
従
二
久
遠

已

来

一、
転
二
凡
聖
所
修
雑
修
雑
善
川
水

一、
転
二
逆
諦
閲

提
恒
沙
無
明
海
水

肉
成

二本
願

大
悲
智
慧
真
実
恒
沙
万
徳
大
宝
海
水

ハ
喩

二之

如

海
也
。

良
知
、
如

四
経
説

言
一二煩
悩

水
解

成
二
功
徳
水
幻
願
海
者
不
レ
宿

ニ

ノ

ノ

二
乗
雑
善
中
下
屍
骸
噛
何
況
宿
二
人
天
虚
仮
邪
偽
善
業
雑
毒
雑
心
、
屍
骸
一

乎
。」
(真
宗
聖
教
全
書
二
-
三
九
)

と
あ
り
、
逆
諺
聞
提
が
転
じ
て
恒
沙
の
万
徳
と
な
り
、
恒
沙
の
無
明

が
転
じ
て
智
慧
真
実
と
な
る
。

前
者
の
逆
諺
閾
提
が
恒
沙

の
万
徳
と
な
る
の
は
、

『
高
僧
和
讃
』
の

「名
号
不
思
議
の
海
水
は

逆
諺
の
屍
骸
も
と
穿
ま
ら
ず

衆
悪
の
万
川
帰
し
ぬ
れ
ば

功
徳
の
う
し
ほ
に
一
味
な
り
」

後
者
は

『
高
僧
和
讃
』

の
、

「尽
十
方
無
碍
光
の

大
悲
大
願
の
海
水
に

煩
悩
の
衆
流
帰
し
ぬ
れ
ば

知
慧
の
う
し
ほ
に
一
味
な
り
」

を
意
味
す
る
。

海
の
釈
に

「如
二
経
説
言
三煩
悩
永
解
成
二
功
徳
水
一」
と
あ
る

の
は

『
維
摩
経
』
の

「
不
断
煩
悩
而
入
浬
葉
宴
座
」
と

「煩
悩
泥
中
乃
有
衆
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生
起
仏
法
身
」
と
あ
る
の
と
作
語
さ
れ
た
と
考
察
さ
れ
る
。

引
文
中

「
大
経
」
の
一
文
と

『
論
註
』
の
二
文

と
の
中
、
『
大
経
』

と

『
論
註
』

の
大
衆
功
徳
の
文
と
は
下
宿
屍
骸
の
徳
を
彰
し
、
「不
虚

作
住
特
功
徳
」
は

一
味
無
差
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
善
導
の
二
文
中

「玄
義
分
」
の
文
は
、

一
乗
海
の
出
拠
を
示

し
、
『般
舟
讃
』
の
文
は
四
家
大
乗
も
第
十
八
願
法
に
比
較
す

る
と
漸

教

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
機
法
共
に
頓
な
る
は
唯

一
つ
、
誓
願

一
仏
乗

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
あ
る
。

『
楽
邦
文
類
』
の
文
を
引
か
れ
る
の
は
、
万
川
衆
流
も
大
海
に
流
入

す
る
と

一
味
無
差
と
な
る
様
に
、
雑
善
も
逆
諺
も
本
願
海
に
帰
入
す
る

と
同

一
の
功
徳
味
と
な
る
。
雑
善
を
海
水
と
い
い
、
無
明
を
海
水
と
い

わ
れ
て
い
る
。

然
る
に
真
実
に
雑
善
の
虚
役
雑
毒
を
知
り
、
逆
諺
無
明
を
打
ち
破
る

も

の
な
本
願
真
実
の
叡
智
で
あ
る
。

『楽
邦
文
類
』
を
引
用
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
様
な
事
を
証
明
し
、

一

乗
海

の
徳
を
助
顕
す
る
た
め
で
あ
る
。

次
に
比
較
顕
勝

で
、
比
較
対
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。

「然
就
レ
教
念
仏
諸
善
比
較
対
論
」
と
あ
り
、

二
教
対
、

二
機
対

と

い
い
、
機

と
教
の
両
方
が
述
べ
て
あ

る
。

教
に
つ
い
て
四
十
八
対
出
さ
れ
て
お
り
、
機
教
対
論
に

つ
い
て
は

『
二
巻
砂
』
(真
宗
聖
教
全
書
二
-
四
五
九
)
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

二
機
対
は

『教
行
信
証
』
が
十

一
対
、
『
二
巻
砂
』
は
十
八
対
あ
り
、

数
が
増
減
し
、
二
教
対
に
出
て
い
る
の
が
二
機
対

に
出
て
い
る
の
も
あ

る
。色
々
の
面
か
ら
比
較
を
し
、
「
然
按
二
本
願

一
乗
海

一」
と
結

び
、
二

機
対

の
方
は

「
然
按
二
一
乗
海
之
機
一金
剛
信
心
、
絶
対
不
二
之
機
也
。
」

と
い
い
、

こ
の
す
ば
ら
し
い
念
仏
と
比
べ
る
も
の
は
な
い
と
い
う
事
で

あ
る
。
こ
の
釈
の
終
り
に

敬
白
二

切
往
生
人
等
殉
弘
誓
二
乗
海
者
、
成
二就
元
暑
元
辺
最
勝
深
妙
不
可

説
不
可
称
不
可
思
議
至
徳
幻
(中
略
)
・
乗
二
一
切
智
船
、
浮
一一諸
群
生
海
一、

円
二満
福
智
蔵
嚇
開
顕
方
便
蔵
一。
良
二可
奉
持
一、
特
可
二頂
載
一也
。」
(真
宗
聖

教
全
書
二
-
四

一
)

と
み
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
の
中
が
二
段
に
分
れ
初
め
よ
ひ

「
猶

如
二
大
風
一、
普
行
二
世
間
一元
レ所
レ尋
故
。
」
(真
宗
聖
教
全
書
二
-
四
二
)
ま

で
広
く
響
に
よ
せ
て
衆
徳
を
た
た
え
、
「能
出
三
有
繋
縛
城
、
」
孟
り
最

後
ま
で
は
結
嘆
勧
帰
の
文
で
あ
る
。

こ
の
讐
喩

の
爵
拠
は
、
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
に
、
善
財
童
子

の
菩

提
心
の
功
徳
広
大
な
こ
と
を
弥
勒
菩
薩
が
讃
嘆
さ
れ
る
処
に
出
拠
が
あ

る
。尚
、
『
大
経
』
に
は
浄
土
に
於
け
る
聖
衆
の
徳
を
讃
嘆
さ
れ
る
中

に

猶
如
大
地
等
の
二
十
句
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
響
も
こ
の
二

十
八
喩
の
中
に
あ
る
。

い
ず
れ
も
誓
願

一
仏
乗
の
勝
徳
を
た
た
え
、
『
大

経
』
の

「名

声
超

一
乗

海
釈

(
小

林
)
 

二
二
九
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一
乗
海
釈

(
小

林
)
 

二
三
〇

十
方
」
、
『
選
択
集
』
本
願
章
の
勝
易
二
徳
を
讃
嘆
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、

一
乗
海
釈
を
み
て
き
た
が

『
勝
萱
経
』
、
『
法
華
経
』
、
『維
摩

経
』
の
三
経
に
よ
つ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

聖
徳
太

子
は
こ
の

『
三
経
』
に

『
三
経
義
疏
』
ま
で
つ
く
ら
れ
た
ほ

ど
傾
倒
さ
れ
て
い
る
。
又
親
鷺
が
そ
の
太
子
を
非
常
に
讃
仰
さ
れ
て
い

る
。親
鷺
が
晩
年
に

「
太
子
讃
仰
和
讃
」
を

つ
く

つ
て
い
る
が
、
『
正
像

未
和
讃
』

に

「
太
子
和
讃
」
十

一
首
、
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
七
十

五

首
、
『
大

日
本
国
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
』
百
十
四
首
、
都
合
百
九
十

首
あ
る
。

「大
子
和
讃
を
み
る
と
、

「和
国
の
教
主
聖
徳
皇

広
大
恩
徳
謝
し
が
た
し

一
心
に
帰
命
し
た
つ
ま
り

奉
讃
不
退
な
ら
し
め
よ
」

の
様
に
讃
仰
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
晩
年
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
生
涯

一
貫
し
て
い
か
に
太
子
を

敬
慕
し
て
お
ら
れ
る
か
が
窺
え
る
。

日
本
仏
教
は
こ
の
太
子
の

『
三
経
義
疏
』
に
よ
り
基
盤
が
出
来
、

日

本
仏
教
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

親
攣
は
太
子
を
七
高
僧
の

一
人
に
挙
げ
、

一
乗
海
釈
の
骨
組
み
を
全

く
お
つ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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